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昨
年
と
同
じ
く
、
素
晴
ら
し
い
青
空
の
下
、
平
成
二
十
三
年
度

の
西
江
原
町
民
運
動
会
が
五
月
十
五
日
（
日
）
西
江
原
小
学
校
運

動
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
、
参
加
者
一
同
黙
祷
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
『
が
ん
ば

ろ
う
日
本
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
本
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
競
技
種
目
で
は
、
子
供
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
、
ま
た
、

大
人
の
方
は
年
齢
、
体
力
に
応
じ
て
精
一
杯
の
力
を
随
所
で
み
せ

て
い
た
だ
き
、
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

競
技
成
績
で
は
、
四
部
と
一
部
が

同
得
点
と
い
う
接
戦
で
し
た
が
、
最

多
一
位
回
数
で
四
部
が
上
回
っ
た
た

め
、
第
四
部
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
、
一
部
、
二
部
、
三
部
と
い
う

結
果
で
し
た
。

　

最
後
に
、
本
大
会
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
役
員
及
び
選
手
の
皆
様
、
た

い
へ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

復興を祈りながら・・・

青
空
の
下
、
町
民
運
動
会

体
レ
ク
部
長
　
金
島
孝
和
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今
年
度
は
、
三
月
十
一
日
の
東
日
本

大
震
災
が
わ
が
国
を
揺
る
が
し
て
い
る

中
で
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
被

災
地
の
早
い
復
旧
・
復
興
・
「
が
ん
ば

ろ
う
日
本
」
を
願
い
誓
う
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

五
月
八
日
に
開
催
し
た
今
年
度
最
初

の
ま
ち
挙
げ
て
の
行
事
で
あ
る
「
町
民

運
動
会
」
も
そ
う
し
た
動
き
に
呼
応
し

た
形
で
開
会
し
ま
し
た
が
、
好
天
に
も

恵
ま
れ
、
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
に
元

気
を
発
信
し
て
成
功
裏
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
月
二
十
五
日
に
は
、
新
た

に
整
理
・
制
定
し
た
諸
規
程
に
則
り
改

選
さ
れ
た
役
員
（
別
掲
）
に
よ
る
「
運

営
審
議
会
」
と
「
管
理
運
営
委
員
会
」

を
開
催
し
、
本
年
度
の
運
営
方
針
や
事

業
計
画
案
と
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
公
民
館
運
営
方
針
は
、「
伝

統
的
公
民
館
行
事
を
継
承
す
る
と
と
も

に
さ
ら
に
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
関

与
・
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
各
事
業

の
あ
り
方
を
工
夫
・
検
討
し
、
そ
れ
ら

の
運
営
・
推
進
の
効
率
化
に
努
め
る
」
、

「
公
民
館
に
対
す
る
多
様
な
要
請
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
・
学
校
・

団
体
等
と
の
連
携
を
よ
り
密
に
し
、

経
理
面
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
範

囲
内
で
町
民
の
皆
様
の
生
涯
学
習
の

推
進
と
生
き
が
い
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
意
識
の
醸
成
を
応
援
す
る
」

な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
管
理
運
営
委
員
会

の
各
部
会
組
織
や
分
掌
、
会
議
等
の

整
理
と
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
発
展
的

な
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等
へ

の
助
成
、
学
校
と
の
連
携
強
化
（
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
な
ど
へ
の
協

力
）
、
い
つ
で
も
誰
で
も
公
民
館
で

囲
碁
や
将
棋
な
ど
が
楽
し
め
る
よ
う

な
場
の
提
供
な
ど
、
「
開
か
れ
た
公

民
館
」
の
実
践
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

た
ち
ま
ち
に
は
、
八
月
の
「
井
原

夏
ま
つ
り
」
、
「
西
江
原
町
納
涼
盆
踊

り
大
会
」
の
準
備
を
そ
れ
ぞ
れ
文
化

部
、
体
育
レ
ク
部
が
中
心
と
な
っ
て

進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
行
事
に
も

一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
の

参
加
を
得
て
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
本
年
度
最
初
の
「
公
民
館

だ
よ
り
」
を
情
報
部
か
ら
お
届
け
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
広

報
紙
へ
の
ご
提
言
な
ど
も
お
願
い
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
ど
う
か
、
本
年

度
も
公
民
館
の
諸
事
業
推
進
に
つ
き

ま
し
て
倍
旧
の
ご
理
解
ご
協
力
と
ご

指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総務部
部　長：佐藤　雅子
副部長：落合　清三
　　　　定光　友子
　　　　兼高　　護

１
公
民
館
の
管
理
・
運
営
全
般
に
関
す

る
こ
と

２
公
民
館
事
業
の
啓
発
推
進
と
調
査
研

究
及
び
専
門
部
間
の
調
整
に
関
す
る

こ
と

３
運
営
審
議
会
に
関
す
る
こ
と

４
他
の
専
門
部
に
属
さ
な
い
こ
と

　
（
運
営
審
議
会
・
管
理
運
営
委
員
会
）

情報部
部　長：山室　　正
副部長：中山　恒男
　　　　片山　好子

１
情
報
収
集
、
記
録
の
整
理
に
関
す
る

こ
と

２
広
報
紙
、
広
報
に
関
す
る
こ
と

　
（
公
民
館
だ
よ
り
・
パ
ソ
コ
ン
教
室
）

教養部
部　長：林　　一博
副部長：落合由紀子

１
幼
児
教
育
学
級
・
家
庭
教
育
学
級
・

婦
人
学
級
に
関
す
る
こ
と

２
講
演
会
・
講
習
会
の
開
催
に
関
す
る

こ
と

　
（
た
ん
ぽ
ぽ
学
級
・
あ
っ
ぴ
ー
広
場

　

婦
人
学
級
）

福祉部
部　長：横田由美子
副部長：片山　暉子
　　　　川上　昌弘
　　　　坊野　昭夫
　　　　齋藤ノブ子

１
福
祉
活
動
推
進
に
関
す
る
こ
と

２
各
種
福
祉
団
体
と
の
連
絡
調
整　
　

協
力
に
関
す
る
こ
と

　
（
サ
ロ
ン
・
敬
老
会
へ
の
協
力

　

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
集
い
）

文化部
部　長：相田　瑞明
副部長：三村　　学
仁城澄江・渡辺恵子
桝田利晃・広谷繁夫
賀山昌子　　　　　

１
文
化
事
業
の
開
催
及
び
普
及
推
進
に

関
す
る
こ
と

２
文
化
教
室
の
管
理
運
営
、
同
好
会
等

の
育
成
と
活
動
推
進
に
関
す
る
こ
と

　
（
ふ
れ
あ
い
広
場
・
井
原
夏
ま
つ
り

　

し
め
縄
教
室
）

体育・レクリエーション部
部　長：金島　孝和
副部長：片山　智義
安部義明・立花計志
山室基之・細羽昌彦

１
町
民
の
健
康
体
育
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
振
興
事
業
の
開
催
に
関
す
る
こ
と

２
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団

体
の
育
成
と
調
整
に
関
す
る
こ
と

　
（
町
民
運
動
会
・
納
涼
盆
踊
り
大
会

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
市
民
体
育
祭
）

専門部会各種団体

井原市教育委員会

西江原公民館各地区公民館

自治連合協議会
婦人会

社会福祉協議会

運営審議会

監事

常任委員会
委員長：前原義明

管 理 運 営 委 員 会
委員長：宗髙平八　副委員長：前原義明・落合清三・定光友子

館長：宗髙平八
主事：原田忠彦

賀山欽之介
細羽　良秋

委 員 長：落合清三
副委員長：大山　毅・森山昌三
　　　　　蔵内孝史・落合晴光

開
か
れ
た
公
民
館
を

目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
長宗

髙
平
八

平成 23年度　西江原公民館組織図
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昔
か
ら
町
に
は
、
公
会
堂
と
か
ク
ラ
ブ

や
集
会
所
が
あ
り
、
地
域
の
人
々
が
集
ま
っ
た
り
行
事
や

趣
味
を
楽
し
む
拠
点
が
あ
り
ま
し
た
。
時
代
が
進
み
、
社

会
情
勢
の
変
化
と
町
民
の
要
望
を
充
足
す
る
施
設
と
し

て
、
公
民
館
に
変
化
、
充
実
さ
れ
、
現
在
で
は
必
要
不
可

欠
の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
町
民
共
同
の
施
設

と
し
て
、
西
江
原
公
民
館
が
充
実
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

願
い
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
館
長
の
諮
問
や
各
種
事

業
の
企
画
実
施
に
つ
い
て
調
査
や
審
議
を
重
ね
、
誠
心
誠

意
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
度
、
公
民
館
専
門
部
教
養
部
長
を

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

幼
児
学
級
、
家
庭
教
育
学
級
等
、
様
々
な
活
動
が
あ
り

ま
す
が
、
各
活
動
が
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、

役
員
、
部
員
の
皆
様
方
の
御
協
力
を
得
な
が
ら
、
精
一
杯

努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か
、
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

本
年
度
よ
り
、
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
部
長
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
昨

年
ま
で
、
同
部
の
副
部
長
と
し
て
皆
様
方
の
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
が
、
改
め
て
責
任
の
重
さ
を
感
じ
る
次
第
で
す
。

　

今
年
も
体
・
レ
ク
部
の
行
事
と
致
し
ま
し
て
は
、
町
民

運
動
会
の
他
、
納
涼
盆
踊
り
大
会
な
ど
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

　

多
く
の
町
民
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
一
層
の

親
睦
が
深
ま
る
大
会
作
り
が
で
き
れ
ば
良
い
と
、
考
え
て

お
り
ま
す
。
ど
う
か
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
長　

落
合
清
三

教
養
部
長　

林　

一
博

体
・
レ
ク
部
長　

金
島
孝
和

　

平
成
二
十
三
年
度
ご
近
所
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
の
リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
次
の
方
々
に
福
祉
委

員
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

日
常
的
な
生
活
の
中
で
の
見
守
り
・
声
か
け
な

ど
地
域
の
ア
ン
テ
ナ
役
と
し
て
ご
活
躍
下
さ
い
ま

す
。

支
え
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
の
ご
近
所
福
祉

　

平
素
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、
ご
指
導
、
御

協
力
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

地
区
の
皆
様
よ
り
、
心
温
ま
る
ご
芳
志
を
賜
り
ま
し

た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
趣
旨
を
尊
重

い
た
し
ま
し
て
西
江
原
地
区
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
、

有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
福
祉
活
動
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
村　
　

学
様

渡
邊　

知
弘
様

川
田　

廣
志
様

渡
邊　
　

悟
様

片
山　

貞
子
様

青
木　

宣
子
様

房
野　

昭
夫
様

西
山　

一
晴
様

高
木　

俊
夫
様

渡
邊　

岸
雄
様

大
山　

茂
樹
様

飯
居　

勝
代
様

山
成　
　

總
様

小
田　

義
晴
様

森
兼　

尚
子
様

谷
本　

伸
二
様

宮
嶋　

智
子
様

黒
木　

弘
実
様

谷
本　

春
子
様

片
山　

康
博
様

片
山　

久
義
様

渡
邊
登
美
子
様

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

塩
出　

康
夫
氏

　
　
　
　
　
　

（
戸
倉
）

あ
り
が
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
し
た
。

公
民
館
に
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た

ご
芳
名【

順
不
同
】

　

永
年
に
わ
た
り
市
政
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
、
平
成
二
十

三
年
度
井
原
市
有
功
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

木
山
　
敬
太
郎
氏
（
戸
倉
）

　
　

（
民
生
・
児
童
委
員
）

山
本
　
隆
敏
氏
（
戸
倉
）

　
　

（
選
挙
管
理
委
員
長
）

（
表
彰
式
五
月
二
十
四
日
）

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

寺　

戸　

志
多
木
勝
俊

〃　
　
　

猪
原　
　

實

〃　
　
　

深
尾　

新
二

〃　
　
　

和
田　

章
三

〃　
　
　

國
司　

研
介

〃　
　
　

竹
内　

良
人

西
新
町　

妹
尾　

恭
治

〃　
　
　

中
川
ま
さ
こ

〃　
　
　

志
多
木
精
二

〃　
　
　

髙
橋　

和
則

本
新
町　

北
田　

正
己

〃　
　
　

三
宅
恵
美
子

〃　
　
　

三
宅　

富
夫

〃　
　
　

丸
山　

哲
弘

〃　
　
　

髙
村　

泰
子

〃　
　
　

島
田　
　

勇

東
新
町　

戸
田
冨
士
夫

〃　
　
　

川
上　
　

香

〃　
　
　

猪
原　

康
文

〃　
　
　

山
室　
　

潔

才　

児　

細
谷　

陽
子

戸　

倉　

中
山　

英
樹

〃　
　
　

中
新　

文
子

長　

谷　

渡
辺　

知
弘

〃　
　
　

三
宅
由
起
子

藤
ノ
木　

川
田　

克
己

山
本
住
宅　

滝　

勝
利

〃　
　
　

藤
代　

昭
夫

東　

町　

原
田　

敦
夫

〃　
　
　

藤
井　

映
勝

中　

町　

定
光　

英
男

〃　
　
　

渡
辺　

邦
彦

西　

町　

伊
藤　

耕
三

〃　
　
　

赤
木　
　

茂

〃　
　
　

藤
代　

正
敏

〃　
　
　

藤
田　

啓
介

〃　
　
　

佐
藤　

隆
志

〃　
　
　

西
江　

金
子

〃　
　
　

原
田　

純
彦

〃　
　
　

西
江　

正
明

〃　
　
　

西
江　

豊
太

神　

戸　

池
田　
　

宏

〃　
　
　

落
合　

淳
二

〃　
　
　

戸
田　

靖
子

小　

角　

大
山　
　

隆

賀　

山　

森
兼　
　

浩

西
江
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
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山室　　正　片山　好子

宮本ゆかり　森　　義久

松本　吉夫　江木　康二

片山　輝幸　原田　忠彦

　

幼

児

教

育

学

級

「
ア
ッ
ピ
ー
広
場
」
は
、

今
年
で
十
三
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

今
年
度
二
歳
か
ら
四

歳
に
な
る
お
子
さ
ん
を

対
象
に
、
行
事
を
通
し

て
地
域
の
方
々
と
の
交

流
を
深
め
、
親
子
の
ふ

れ
あ
い
、
園
児
と
の
ふ

れ
あ
い
、
そ
し
て
親
同

士
の
情
報
交
換
の
場
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
行
事
予

定
を
紹
介
し
ま
す
。

七
月　

七
夕　

九
月　

消
防
署
見
学

十
月　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
　
　

公
園
で
遊
ぼ
う

十
一
月 

楽
し
い
パ
ン
作

　
　
　

り

十
二
月 

ク
リ
ス
マ
ス
会

一
月　

節
分

二
月　

閉
講
式
と
フ
ラ

　
　
　

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

　
　
　

メ
ン
ト

　

お
気
軽
に
参
加
し
て

下
さ
い
。
お
待
ち
し
て

ま
す
。
連
絡
は
西
江
原

幼
児
園
ま
で
。

（
松
本
景
子
）

　

家
庭
教
育
学
級
た
ん
ぽ
ぽ
は
学

級
生
が
学
習
し
た
い
こ
と
を
自
分

達
で
企
画
し
、
学
級
生
相
互
の
交

流
を
通
じ
て
子
育
て
の
悩
み
や
心

配
事
な
ど
を
話
し
合
っ
た
り
、
時

に
は
雑
談
を
し
な
が
ら
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
地
域
の
皆
様
、
学
校

の
先
生
方
か
ら
の
ご
助
言
・
ご
協

力
を
賜
り
な
が
ら
、
学
級
生
同
士

で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
企
画
・

準
備
・
実
践
そ
の
一
手
間
一
手
間

を
楽
し
み
な
が
ら
充
実
し
た
学
習

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
岡
崎
直
子
）

　

婦
人
教
育
学
級
で
は
「
心
ゆ
た
か
に
、

か
が
や
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
多
く
の
み

な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
自
分
磨

き
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
講
座
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
は
、
各
支
部
長
、
部
長
ま
で
。

（
成
瀬
智
子
）

日時 学習内容

6/7 ㈰   9：30 ～ 開講式・健康体操

7/16 ㈯ 9：30 ～ 藍染

8 月 平日夜 災害に備えて（市出前講座）

10 月 近隣史跡めぐり

11 月 酢の料理

12 月 フラワーアレンジメント

平成 24 年 2 月 閉講式・鞆の雛まつり

家
庭
教
育
学
級
た
ん
ぽ
ぽ

家
庭
・
学
校
・
地
域
の

 

き
ず
な
を
深
め
、

楽
し
く
子
育
て
し
よ
う
！

地　　区 自治会長 公民館長

１部

寺 戸 志多木勝俊 森　　義久

西 新 町 ◎ 落合　清三 川合　良祐

本 新 町 片山　久義 藤井　博幸

東 新 町 森原　建男 ◎ 大山　　毅

２部

才 児 黒木敬之介 石原　基次

長 谷 曽我　一夫 松本　吉夫

戸 倉 ◎ 木山敬太郎 ◎ 森山　昌三

藤 ノ 木 川田　克己 川田　克己

３部

東 町 原田　敦夫 ◎ 蔵内　孝史

中 町 ◎ 定光　英男 北浦　　哲

西 町 西岡　　繁 江木　康二

山 本 住 宅 真砂　達男 笠原　清志

４部

神 戸 ◎ 池田　　宏 ◎ 落合　晴光

小 角 片山　圭右 片山　輝幸

賀 山 田辺　裕人 仁城　義勝

※◎は連合会長　　　

平成２３年度　自治会長・公民館長名簿
自治連合協議会長　落合清三

ご
協
力
に
感
謝

　

公
民
館
に
設
置
し
た
東
日
本

大
震
災
義
援
金
箱
に
４
６
、
９

７
６
円
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し

た
。
市
を
通
じ
て
日
赤
岡
山
支

部
へ
送
金
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
ッ
ピ
ー

広
場

✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣
✣

婦

人

教

育

学

級

主な年間行事
月 日 事　業　名
5 15 町民運動会

8
6 井原夏まつりへの参加
13 納涼盆踊り大会

9
14 教育講演会
18 敬老会への協力

パソコン講座
10 ２ 市民体育祭への参加

11
パソコン講座

27 ふれあい広場

12
3 しめなわ教室
4 町民バレーボール大会

1
新年互礼会

29 学びフェスタへの参加
2 19 明るいまちづくりの集い
※ 8/13 は納涼盆踊り大会です。
　楽しい夜を過ごせるよう、
　奮ってご参加下さい。


